
大阪医科薬科大学 関西BNCT共同医療センター

BNCTは、ホウ素中性子捕捉療法の英略称になります。保険診療では
2020年6月に『切除不能な居所進行又は局所再発の頭頸部癌』が保険
承認を受けました。現在は、保険適応された診療を中心に、施設基準に準
拠した運営を進めております。
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保険診療

Coming Soon

Boron Neutron Capture Therapy 

①適応確認申込（センターオリジナル 3枚）と診療情報提供書をセット

にして当センターへFAXで申込ください。

②書面での適応確認結果をご返却いたします。

③書類で適応と確認された場合、画像を郵送いただくことになります。

④画像においても適応と確認された場合には、受診日の設定となります。

手続きでご不明な点がありましたら、ご連絡ください。

ホームページをご覧ください

申込方法

Topics Ⅰ
BNCTによる『再発悪性神経膠腫』の腫瘍
早期反応をFBPA-PETで探索する特定
臨床研究を準備中です

現在、大阪医科薬科大学の認定臨床研究審査委員会（CRB）において

特定臨床研究『再発悪性神経膠腫に対するBNCTで生じる腫瘍局所の

早期反応のPETによる探索』の審査を受けています。

実施の承認が得られましたら、ホームページにてご案内する予定です。

Topics Ⅱ

関西BNCT共同医療センター長
放射線腫瘍学教授 二瓶 圭二

本研究では、中性子を減衰するためのコリメータ組み込み

型線量分布シフターの開発を検討しました。

コリメータに組み込むことによって、患者の負担を軽減でき、

従来の方法（患者に直接貼る水ボーラス）と比較して、

表面での熱中性子束が26％増加し、照射時間が約

29％短縮することができました。開発したシフターは今後の

BNCT適応拡大に期待されると考えています。

この成果を取りまとめて海外の学術誌へ投稿しました。 https://doi.org/10.1016/j.ejmp.2021.01.003

『Physica Medica』

現在の加速器BNCTシステムの中性子ビームは2-3㎝深部に高い熱中性子のピークが形成されます。

そのため皮膚表面や浅部に腫瘍がある場合、中性子線のビルドアップ効果により線量低下が生じる懸念

があります。浅部に存在する腫瘍をターゲットとするには、表面に熱中性子をシフトする必要があります。

（2021年1月）

論文：コリメータ組み込み型線量分布シフターの開発（執筆：呼特務助教）

Journalに掲載されました
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https://doi.org/10.1016/j.ejmp.2021.01.003
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オンライン型カンファレンスのご希望を募っております

適用要件を詳しく知りたい、現在診ている患者さんのBNCT可否につ

いて、症例ごとに詳しく検討してみたいなど、ご要望にお応えいたします。

当院スタッフ（耳鼻科医、放射線腫瘍医、看護師）がオンライン

ミーティング、オンラインカンファレンスなど、幅広く対応させていただきま

す。ご相談をお待ちしております。

Information

Topics Ⅲ

市民公開セミナーの準備中
市民公開セミナーの動画を現在、編集中です。

今回は、Youtubeに無期限で掲載予定です。

BNCTの治療の実際を詳しく知っていただ

くため、患者さんに自由に

見ていただくものです。

診療現場でもご活用くだ

さりますと幸いです。

患者さんへの周知のため

のチラシやカードなども

作成しております。

ご要望いただきました

らご郵送いたします。

ご連絡ください。
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（土）

詳細はホームページをご覧ください

『骨軟部腫瘍BNCTセミナー』

骨軟部腫瘍へのBNCTの

有効性を各専門の先生

方からお話しいただき、将

来の治療への可能性を模

索します。ご参加をお待ち

しております。

オンライン型 参加費 無料

Kansai BNCT Medical Center, Educational Foundation of Osaka Medical and Pharmaceutical University

2種類の延長コリメーターが新しく承認されました

ホウ素中性子捕捉療法用中性子照射装置である 『BNCT 治療

システムNeuCure』の照射口に備え付ける円板形状の標準型コリ

メータに、新しい2種類のタイプである延長50mm、延長100mm

のコリメータが加わりました。凸部分があり、無理なく患部を照射口

に近づけることができます。

今回の追加により、これまで照射設定に困難だった事例や長時間

の照射が必要な事例で、患者設定や照射などの時間短縮が図れ、

患者さんの負担が激的に改善されます。

今後もこうした技術改良が一歩ずつ進むことで、BNCTの治療にお

ける患者負担の軽減、治療適応の領域拡大など、BNCTの治療

の可能性は確実に広がっていきます。どうぞご期待ください。

（変更承認日：2022年2月4日 ）

左）標準型コリメータ、右）延長コリメータ100mm

照射口のイメージ 延長コリメータ100mm

https://forms.gle/c5pHH1E4xxaazFt6A

https://forms.gle/c5pHH1E4xxaazFt6A

